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第６学年 国語科学習指導案

１ 単元名 筆者の考えを受け止め，自分の考えを伝えよう
教材名 平和のとりでを築く（大牟田 稔）

自分の考えを発信しよう

２ 単元について
（１）教材について

「平和のとりでを築く」では，これまでの説明文の読み取りの総まとめとして，文章
の内容を正確に押さえながら筆者の考えをとらえて，自分なりの考えをもつことを学習
の基本にすえている。また本教材においては 「原爆ドーム」が世界遺産となった意味，
について筆者の考えを丁寧に読み取らせたい。そして 「平和」について自分にも関わ，
りのある問題として考えさせたい。
「自分の考えを発信しよう」では，自分の考えに説得力をもたせるために必要な材料

を集めるとともに，説明文の学習を生かして自分の意見が伝わるように組み立てを考え
て書くことをねらいとする。
上記のことから，第６学年で求められる「目的に応じ，内容や要旨を把握しながら読

むことができるようにするとともに，読書を通して考えを広げたり深めたりしようとに
気づかせ，とする態度を育てる」ことと「目的や意図に応じ，考えたことなどを筋道を
立てて文章に書くことができるようにするとともに，効果的に表現しようとする態度を
育てる 」ことができると考える。。

（２）児童について
・説明文を読み取るための学習の進め方が身についている。
・形式段落など，短い文章の要点を正しくつかめるようになってきている。
・筆者の伝えたいことを正しくつかみ，自分なりの考えをもちながら読むまでには至っ
ていない。

・ニュースで見聞きした戦争について話題になることもあるが，戦争を体験した人たち
の思いや平和の大切さについて考えるまでには至っていない。

・自分の考えを分かりやすく表現するために効果的な文章の組み立てを考えて書くこと
はまだ十分にできていない。

(３)指導の構想
【読むこと】

確かな読みの力を育てるために，文章の内容を正確に押さえながら筆者が伝えようを
とらえ，それについて自分なりの考えをもつ力を育てる。

， ，①事前に学習内容を知らせ 戦争や平和に関するニュースや本に目を通すようにさせ
学習への関心を高めておく。

②つかむ段階で平和について自分の考えを発信するという学習の目的を確認するとと
もに，説明文の学習を振り返り，学習の見通しをもたせる。

③ふかめる段階で１時間毎に自分なりの考えを書くことによって，自分の考えをもち
。 ， 。ながら読む意識を高める また 筆者の意図に沿った考えをもてるようにさせたい

④単位時間のまとめの段階で，説明文の学習の仕方や自分の考えのもち方について自
己評価したり相互評価したりすることにより，児童自身に力がついてきた実感や次
の学習への意欲をもたせたい。

【書くこと】
文章の組み立てを考えて，自分の考えを明確に書く力を育てる。
①「平和のとりでを築く」の学習をもとに平和について話し合い，自分の考えをはっ
きりさせる。

②自分の考えに説得力をもたせるためには，どんなことを調べたらいいか具体的に考
えさせ，必要な材料を集められるよう支援する。

③説明文の表現方法を振り返り，自分の意見が伝わるような組み立てを考えさせる。

３ 単元目標
【関心・意欲・態度】
○筆者の考えを受けて自分なりの考えをもち 「平和」について関心をもって読んだり，，
話し合ったり書いたりしようとする。

【読むこと】
○内容を正確に押さえながら筆者の考えをつかみ，自分なりの考えをもちながら読むこと
ができる。

【書くこと】
○調べたり話し合ったりし，深まった考えを分かりやすく組み立てて書くことができる。
・自分の考えを明確に表現するための効果的な文章の組み立てを考える。
・事実と意見を区別して書く。



- 1 -

４ 指導計画（１４時間扱い）

時 学 習 内 容 指導の手立て 評価規準過程

１ 戦争や平和に関して知ってい ・事前に学習内容を知らせ， 【関】

ることや思っていることを発表 戦争や平和に関するニュー 戦争や平和に関し

つ する。 スや本に目を通すようにさ て知っていること

せ 学習への関心を高める を進んで発表して， 。

か １ ２ 学習の見通しをもつ。 ・単元名・リード文・題名を いる。

（１）全文を読む。 手がかりに学習の目的を確

む （２）学習内容を確かめる。 認し，学習の見通しをもた

せる。

・説明文の学習を振り返る。

２ 「平和のとりでを築く」を読

， 。んで 大まかな内容をつかむ

（１）題名と①段落から読みの課 ・書かれている内容について 【読】，

題をつかみ全文を読む。 題名に着目して話し合う。 文章の内容を大ま

①原爆ドームは，ユネスコの世 ・難語句や歴史的背景につい かにつかみ，初発

，界遺産への仲間入りを果たす て確認しながら読む。 の感想を書いたり

２ までにどのような年月をたど 発表したりする。

ってきたのだろう。

ふ ②『平和のとりでを築く』で原

爆ドームについて述べること

によって筆者は何を伝えたか ・自分なりの考えを書くこと

ったのだろう。 によって，内容や筆者の考

（２）内容について自分なりの考 えのとらえについて児童の

か えを書く。 実態を把握する。

３ 全文を読み，課題に対する読 ・段落構成を考えたり，各文 【読】

みをまとめる。 章の主述を確かめたりし， 自分なりの根拠を

（１）段落構成を考える。 事実を正しくとらえるため もって意味段落に

・全文を読み，意味段落に分 の手がかりとする。 分けて，段落構成

め ３ ける。 ・ 中」の段落は，大きく２ をつかんでいる。「

・ ① 筆者の思い つに分けることを前提とし 【読】

４ ②～⑧原爆ドームの歴史 て，自分なりの根拠を明ら 「産業奨励館」と

⑨～⑪世界遺産への道のり かにして段落構成を考えさ 呼ばれていた頃の

⑫⑬ まとめ せる。 ことについて読み

る （２ 「原爆ドームの歴史」を詳 ・説明文を読むときのポイン 取り，自分の考え）

しく読み取る。 トを振り返りながら読み取 をもっている。

・②③段落を読む。 る。

・④～⑧段落を読む。 ・②③段落と比較し，戦争の 【読】

・読んで考えたことを発表す 悲惨さに気づかせる。 「原爆ドーム」が

る。 ・原爆ドームを保存する議論 保存されるまでの

，５ が続いたことや少女の日記 出来事を読み取り

について考えさせることで 自分の考えをもっ，

本 筆者の考えに気づく手がか ている。

時 りとする。
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（３ 「世界遺産への道」を詳し ・規模が小さくても世界遺産 【読】）

ふ く読み取る。 として認められたことにつ 読み取り方が向上

か ・⑨～⑪段落を読む。 いての人々の思いについて し，世界遺産とな

め ６ ・読んで考えたことを発表す 考えさせることで，筆者の るまでを正確に読

る る。 考えに気づく手がかりとす み取り，自分の考

る。 えをもっている。

（４）筆者の伝えたいことを読み ・１つ１つの叙述の意味する 【読】

取り，自分の考えをまとめ ところを明らかにすること １つ１つの叙述の

ま る。 によって筆者の伝えたいこ 意味するところを

・⑫段落と⑬段落のどちらに とに迫る。 つかみながら筆者

と 重点を置くか考える。→⑬ ・今までの学習も振り返り， の伝えたいことを

７ ・筆者の伝えたいことをまと 一人一人の考えを話し合う 正確に読み取り，

め める。 中で筆者の伝えたいことに 自分の考えをもっ

・読んで考えたことを発表す 迫る。 ている。

る る。 ・自分の読みを振り返ること

で，読みの深まりを実感さ

せたい。

４ 自分の考えを発信する。 ・ 平和のとりでを築く」の 【関】「

（１）調べることを具体化する。 学習や教科書Ｐ４１の資料 「平和のとりでを

８ ・発信する目的と相手・課題 を参考に平和に関する問題 築く」で読み取っ

や方法を決める。 意識を高める。 たことをもとに，

・発信方法は，目的と相手に 平和についての課

応じて工夫させる。 題をもっている。

（２）自分の考えを書く。 ・活用できそうな図書資料や 【書】

・自分の考えに説得力をもた インターネットのホームペ 自分の課題に沿っ

ひ せるための材料を集める。 ージ・テレビ番組などを把 て，説得力をもた

・集めた材料をもとに，自分 握しておき，児童の材料集 せるために必要な

。ろ ９ の考えをまとめて書く。 めに役立てる。 材料を集めている

・推敲する。 ・まとまりごとに見出しを付 【書】

～

げ け，そのつながりを考えさ 集めた材料の中か13
せることによって効果的な ら，必要なものを

組み立てを考えさせる。 選択し，自分の考

る えが伝わるように

組み立てを考えて

いる。

（３）自分の考えを発信する。 ・相手からの意見や感想も得 【読】

られるようにする。 説明文の読み取り

方や内容のとらえ14
５ 本単元の学習を振り返る。 ・説明文の読み取り方や内容 方について，学習

のとらえ方に重点を置いて した意味を見いだ

振り返えさせる。 している。



５ 本時の指導（５／１４時間）

（１）目 標

原爆ドームが保存されるまでの出来事と人々の思いを読み取り，自分の

考えをもつことができる。

（２）評 価

【評 価 規 準】

原爆ドームが保存されるまでの出来事と人々の思いを読み取り，自分の

考えをもっている。

【具体の評価規準】

Ａ：原爆ドームが保存されるまでの出来事と人々の思いを正確に読み取

り，自分の考えを具体的に書いたり話したりしている。

Ｂ：原爆ドームが保存されるまでの出来事と人々の思いを読み取り，自

分の考えを書いたり話したりしている。

Ｃ：教師の支援や友達の発表を手がかりにして，原爆ドームが保存され

るまでの出来事や人々の思いを読み取り，自分なりの考えを話して

いる。

（３）展 開

学習内容と教師の働きかけ 指導上の留意点段階

１ 学習課題を読んで確認する。 ・原爆ドーム」として保存されるまでのことを書「

「産業奨励館」が「原爆ドーム」として保存され いているのは②～⑧段落だが，②③段落の「産，

つ ることになったのはなぜだろう。 業奨励館」と呼ばれていた頃のことについては

か 前時に学習しておく。

む ２ 課題解決の見通しをもつ。

・④～⑧段落の「原爆ドーム」として保存されるまで・既習の要点のつかみ方を想起させるとともに，

５ の出来事をまとめ，自分の考えを書くためのポイン ３・４時で確かめた主述に留意しながら，各段

分 トを確かめましょう。 落をまとめさせる。

ふ ３ 「原爆ドーム」として保存されるまでにどんな出来

か 事があったのか読み取る。 ・ノートにまとめる学習は一人学びとし，その後

め ・段落ごとに「原爆ドーム」として保存されるまでの 全体で正しいまとめとなっているか確かめる。

る 出来事をノートにまとめましょう。 評 ノート

・原爆ドーム」として保存されることになったのはな・原爆ドーム」として保存されることになった理「

ぜでしょう。 由を中心に感じたことや考えたことを書くよう35
分 ・自分の考えを書き，発表しましょう。 にさせる。

評 ノート・発表

ま ５ 本時の学習をまとめる。

と ・主述に注目して、保存までの出来事をまとることが・本時の学習について自己評価や相互評価するこ

め できた。 とにより，内容を正しく読み，筆者の意図に沿

る ・既習の要点のつかみ方を生かしてして、各段落の要 った考えをもつ力を高めたい。

点に気づくことができた。 評 発表

５ ・原爆ドーム保存に関わる議論や少女の日記について

分 自分の考えを話すことができた。

６ 次時の学習内容を知る。



６ 板書計画
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